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15, 私たちはイエスを通して、賛美のいけにえ、御名をたた

える唇の果実を、絶えず神にささげようではありませんか。

16, 善を行うことと、分かち合うことを忘れてはいけま

せん。そのようないけにえを、神は喜ばれるのです。            

　　　　　　　　　　　　　へブル１３章１５～１６節

年間聖句
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主日礼拝
２０２3 年　２月　５日

礼拝奉仕者

説教 ： 若村和仁師　　司会 ： 本多崇兄　　奏楽 ： 本多こずえ姉　 献金 ： 本多志依姉　
　受付 ： 本多祐子姉　

祈 り

ワーシップ賛美

使 徒 信 条

主 の 祈 り

賛 美

献 金

感 謝 の 祈 り

聖 書 朗 読

説 教

黙 祷

賛 美

聖 餐 式

賛 美

頌 栄

祝 祷

後 奏

報 告

司 会 者

一 同

一 同

一 同

一 同

一 同

本 多 志 依 姉

司 会 者

若 村 和 仁 師

一 同

一 同

若 村 和 仁 師

一 同

一 同

若 村 和 仁 師

奏 楽 者

司 会 者

「 主イエスの十字架の血で」

聖歌３９９番「 カルバリやまの十字架」

マタイ１３章３６節～５８節

「 天の御国のたとえ」

聖歌５２８番「 いまだ見ぬ地」

教会福音賛美歌２５９「 共にパンを分け合おう」

聖歌３８３番「 ちち ・ みこ ・ みたまの」

●コロナウィルス感染が落ち着くまで

昼食会はお休みいたします。
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聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より抜粋

メッセージ聖書箇所

マタイ１３章３６節～５８節
36, それから、 イエスは群衆を解散させて家に入られた。 すると弟子たちがみもと
に来て、 「畑の毒麦のたとえを説明してください」 と言った。
37, イエスは答えられた。 「良い種を蒔く人は人の子です。
38, 畑は世界で、 良い種は御国の子ら、 毒麦は悪い者の子らです。
39, 毒麦を蒔いた敵は悪魔であり、 収穫は世の終わり、 刈る者は御使いたちです。
40, ですから、 毒麦が集められて火で焼かれるように、 世の終わりにもそのように
なります。
41, 人の子は御使いたちを遣わします。 彼らは、 すべてのつまずきと、 不法を行う
者たちを御国から取り集めて、
42, 火の燃える炉の中に投げ込みます。 彼らはそこで泣いて歯ぎしりするのです。
43, そのとき、 正しい人たちは彼らの父の御国で太陽のように輝きます。 耳のあ
る者は聞きなさい。
44, 天の御国は畑に隠された宝のようなものです。 その宝を見つけた人は、 それ
をそのまま隠しておきます。 そして喜びのあまり、 行って、 持っている物すべてを売
り払い、 その畑を買います。
45, 天の御国はまた、 良い真珠を探している商人のようなものです。
46, 高価な真珠を一つ見つけた商人は、 行って、 持っていた物すべてを売り払い、
それを買います。
47, また、 天の御国は、 海に投げ入れてあらゆる種類の魚を集める網のようなも
のです。
48, 網がいっぱいになると、 人々はそれを岸に引き上げ、 座って、 良いものは入
れ物に入れ、 悪いものは外に投げ捨てます。
49, この世の終わりにもそのようになります。 御使いたちが来て、 正しい者たちの
中から悪い者どもをより分け、
50, 火の燃える炉に投げ込みます。 彼らはそこで泣いて歯ぎしりするのです。
51, あなたがたは、これらのことがみな分かりましたか。」 彼らは 「はい」 と言った。
52, そこでイエスは言われた。 「こういうわけで、 天の御国の弟子となった学者は
みな、 自分の倉から新しい物と古い物を取り出す、 一家の主人のようです。」
53, イエスはこれらのたとえを話し終えると、 そこを立ち去り、
54, ご自分の郷里に行って、 会堂で人々を教え始められた。 すると、 彼らは驚い
て言った。 「この人は、 こんな知恵と奇跡を行う力をどこから得たのだろう。
55, この人は大工の息子ではないか。 母はマリアといい、 弟たちはヤコブ、 ヨセフ、
シモン、 ユダではないか。
56, 妹たちもみな私たちと一緒にいるではないか。 それなら、 この人はこれらのも
のをみな、 どこから得たのだろう。」
57, こうして彼らはイエスにつまずいた。 しかし、 イエスは彼らに言われた。 「預言
者が敬われないのは、 自分の郷里、 家族の間だけです。」
58, そして彼らの不信仰のゆえに、 そこでは多くの奇跡をなさらなかった。

「天の御国のたとえ」 

-3-



今週のワーシップ賛美
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主の祈り

　天にまします　われらの父よ　

願わくは御
み な

名をあがめさせたまえ

御
みくに

国をきたらせたまえ　みこころの天になるごとく

地にもなさせたまえ　われらの日用の糧を

今日も与えたまえ　われらに罪をおかすものを

われらがゆるすごとく　われらの罪をもゆるしたまえ

われらを試みにあわせず　悪より救い いだしたまえ

国と力と栄えとは　限りなくなんじのものなればなり

アーメン

主の祈りは、イエス様が「こう祈りなさい」と教えてくださった祈りです。ですから、

「主の祈り（しゅのいのり）」と呼ばれています。翻訳によって言葉づかいは異なりますが、

新約聖書マタイによる福音書６章９節～１３節に書いてあります。 

使徒信条

我は天地の造り主、 全能の父なる神を信ず。

我はその独り子、 我らの主、 イエス ・ キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、 おとめマリヤより生まれ、

ポンテオ ・ ピラトのもとに苦しみを受け、

十字架につけられ、 死にて葬
ほうむ

られ、 陰
よ み

府にくだり、

三日目に死人の内よりよみがえり、

天にのぼり、 全能の父なる神の右に座したまえり。

かしこよりきたりて生ける者と死にたる者とを審きたまわん。

我は聖霊を信ず。 聖なる公同の教会、

聖徒の交わり、 罪のゆるし、

からだのよみがえり、 とこしえの命を信ず。

アーメン

キリスト教会の最古の信条で， 普遍的に受け入れられ， 告白される信条の一つです。
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御言葉紹介
★ 2023 年 1 月 25 日御言葉

イザヤ書　43 章 19 節

見よ、 わたしは新しいことを行う。 今、 それが芽生えている。 あなたがたは、 それ

を知らないのか。 必ず、 わたしは荒野に道を、 荒れ地に川を設ける。

聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より引用。

●神の民とされていたイスラエルの民は、 神第一よりも、 人間の欲望に走り、 民の

中で罪が蔓延し神から遠ざかっていました。 その民に対して、 神の言葉を伝える預

言者であったイザヤはこの当時の指導者たちにこのままだとイスラエルは滅びてし

まうということを民たちに伝えていたのです。 しかし、 この当時の指導者たちは聞

く耳を持たなかったのです。 その結果、 バビロンからの攻撃を受け、 捕囚の民になっ

てしまったのです。

イスラエルの民は、 神から離れ、 罪にまみれた結果、 預言者イザヤが伝えていた通

り、 イスラエルの国は崩れてしまったのです。 しかし、 そんなイスラエルの民でしたが、

神は見捨てなかったのです。 預言者イザヤを通して、 神の励ましの言葉が伝えられ、

捕囚の民とされている中であっても、 神との関係を回復し始めたのです。

今日の箇所はイスラエルの民が回復に向かい始めたときに神から語られた言葉で

す。

欲望に走り神から離れた民をも神は見捨てられなかったのです。 見捨てるどころか

捕囚の民となっているときにも、 共に歩んでくださっていたのです。 そして民に希望

を与え励ましを与えて下さったのです。 神は悔い改める民に寄り添って下さり、 新し

いことを行うことを約束して下さったのです。 荒野の中から道を作り出し、 荒れた土

地に川を設け、 救い出す計画を用意してくださるのです。

今を生きる私たちが試練の中にあっても、 神はそばにいてくださいます。 神から離

れ試練の中に入ってしまってた時こそ、 私たちが神に目を向けなおし、 神との関係

を回復するチャンスなのです。 神は必ず神を求める者を見捨てないのです。

イスラエルの民はこのイザヤから語られる希望の言葉を信じ、 バビロン捕囚から解

放されたのです。

今を生きる私たちも、 この神が与えて下さる希望の言葉に耳を傾け、 希望をもって

一歩ずつ前に進む者でありたいです。

原市場聖書教会

若村和仁
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　　　　　　　　　子供　　 男性　　女性　　　  合計

先週の各集会出席者数

 ２月１日（水 )

 1 月 29 日（日 ) 教会学校ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞ 　3 人

礼　　　　　拝    3+0 人    3+3 人   8+4 人  21（14+7）人

　　　　　　　（※各集会 「対面 + ｵﾝﾗｲﾝ」　表記となります。）

夕　　礼　　拝　　 　　　　  希望者がおられませんでした。

祈　　り　　会　　　　       1 人　　６人　　　　７人

報　　　　告

本日午後の予定

次週礼拝（２月 12日〈日〉）
司　　会 ： 本多崇兄　　

聖　　書 ： マタイ１４章１３節～２１節

説　　教 ： 「深く憐れまれる主」　若村和仁師　

奏　　楽 ： 本多こずえ姉　　

讃　　美 ： ワーシップ賛美 「小さな祈り」

　　　　　　　　聖歌５４１、 聖歌５８８、 聖歌３８３　

受　　付 ： 本多節子姉　　献金感謝祈祷 ： 本多祐子姉

集会案内

礼　　　　　拝            　　 　　　　　  10:30 ～ 12:00　
2月 12日 (日） ハレルヤキッズ　 　　 　　　 　　　　　　  09:30 ～ 10:15

祈    り    会                             10:30 ～ 12:002 月 8 日 ( 水）

☆自家焙煎珈琲タイム

●本日も礼拝後自家焙煎コーヒーをご用意しています。 お時間のある方お交わり下さい。

★聖書を学びたい方、 洗礼を希望される方はお気軽に牧師にご相談ください。
★原市場聖書教会での礼拝は以下の感染防止対策を継続いたし ます。
　　1, 体調のすぐれない方は zoom によるオンラインでの参加をご検討ください。

　　2, 会堂での礼拝参加の際は、 極力間隔をあけてお座りください。

　　3, 会堂に入られる際には、 マスクの着用、 手の消毒をよろしくお願いします。

　　4, 当面の間、 食事を伴う交わりは自粛いたします。

☆若村和仁師　今週の外部奉仕＆予定

・ ２月７日～２月１０日 （火～金） あまやどり （日高市地活） （場所 ： 高麗聖書教会）

・ ２月９日 （木） hi-b.a. 所沢集会 （場所：清瀬グレースチャペル）

こひつじタイム　　　　　　　　　　　　　　 10:30 ～ 13:00 頃2 月 7 日 ( 火）
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頌　栄

聖歌３８３

「ちち・みこ・みたまの」

教会ホームページ http://hbc.holy.jp/　E ﾒｰﾙ hibawaka@aol.com

原市場聖書教会
〒357-0126 飯能市下赤工 396-6

TEL:042-977-0254
FAX:042-981-7200

牧　師 :若村和仁　

10:30-12:00

 9:30-10:10

17:00-18:00

 

10:30-12:00

10:00-13:00

10:30-12:00

主 日 礼 拝

ﾊ ﾚ ﾙ ﾔ ｷ ｯ ｽ ﾞ

夕拝（第一は休み）

祈 り 会

赤 毛 の ｱ ﾝ

こひつじﾀｲ ﾑ

日曜あさ

日曜あさ

日曜夕方

水曜

第2第 4火曜日

第 1第 3火曜日

ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞｽﾍﾟｼｬﾙ　
ひと月一回（日曜か土曜日）

 集会案内 

14:00-16:00
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